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学校名   富士見中学校 学年  生徒集会 ５月 ６月 

授業者氏名   

保健委員会 

題材名 

「早口言葉をつかってパタカラ体操の効果を実感しよう」                   

主 眼＜フォーマット＞ 

〇〇について学んだ（or 体験した・調査した）子どもたちが（既習や経験）、〇〇に着目

し（健康教育や食育との教科等横断的な学習に係わる見方・考え方）、〇〇することを通し

て（本時の中核的な学習活動）、〇〇する力（育成する資質･能力）を培うことができる。 

主 眼 

昨年１年間、パタカラ体操を普及するために楽しい振りをつけたりしながら行ってきた。

しかし、実際に効果があるのかどうか実感することはできなかったと思う。そこでパタカラ

の言葉をつかった早口言葉を取り入れてみることで、パタカラ体操の効果を実感できれば、

これからも継続し、自分のために行うことができるのではないかと考えた。 

 

学習材 

（本時、子どもに提供する最大の情報：実践家や専門家の話の要点・KYT のイラスト等） 

早口言葉「赤巻紙青巻紙黄巻紙」（５月） 

    「肩たたき機」（６月） 

成 果 

パタカラ体操をやった後の方が早口言葉が言えるようになった、と手を挙げた生徒が多

くいた。先生方からも早口言葉が言いやすくなった、すごいという反応があった。次の早

口言葉は何？と楽しみにしている声も聞かれた。続けていくことでさらにひとりひとりの

成果を感じることができるのではないかと思う。 

 

課 題 

 月１回の生徒集会は盛り上がり、楽しくパタカラ体操ができるが、毎日やる、継続し

てこそ効果が出るという点では不十分である。歯と口の健康月間では、毎日パタカラ体

操をしようと活動内容の一つとしているが、生徒会行事の大縄跳びの練習やしらかばす

ずらんコンテストの歌練習もあり、やる時間が確保しにくい。パタカラ体操は歌練習の

前にやれるとよいので担任の先生方にはそのようにお願いしているがなかなかそうもい

かない。 

 


